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「ベノレ・ジャー」の外へ

一一一『ベル・ジャー』におけるフェミニズム一一一

西塚淑美

シルヴィア・プラス（SylviaPlath, 1932 63）は，詩壇で活躍するより先

に，小説家として認められることを望みI），スミス女子大在学中から，詩作

のかたわら，精力的に散文作品を書いている。プラスの手による短編小説

は60編を優に超えると言われるが，そのうち生前に発表されたものは少な

い。詩や唯一の長編小説『ベル・ジャー』 （TheBell Jar, 1963)2＞は広く読者

を得，批評家の議論の対象にもなっているが，これらの短編は，多くが作

者の期待に反して習作としての価値をかろうじて与えられるにとどまり，

内容については見過ごされてきた。『ベル・ジャー』が自伝的小説である

が故に，しばしば取り上げられるのに比べると，短編小説は，この長編小

説は言うまでもなく詩とも相互の影響関係にあると思われるのにもかかわ

らず，これらの作品群に対する批評家の関心は，これまでのところ不当に

低いと言わざるを得ない。

プラスの作品は，短編・長編，そして詩も含め，その殆どが，作者自身

の体験から直接素材を得たものである。特に散文作品では，その体験のい

くつかが数編にわたり繰り返し用いられる3）。しかし，素材は同じであっ

ても，その素材に対する作者の態度は年代を追うにつれて変化しており，

そのため作品は新たな意味をもつことになる。初期の短編では，主人公

（多くの場合，作者自身がモデ、ルで、あることは言うまでもないが〉から距

離をおくことなく，ストーリーの表面的な動きをなぞっているのに対し，

『ベル・ジャー』では，作者に社会的・政治的認識が強く見られ，みずか
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らの体験を， 50年代アメリカ社会における女性の生き方そのものに深く関

わる問題として捉え，作品化している。『ベル・ジャー』はフェミニズム小

説としての性格が明確に打ち出された作品なのである。しかも，このフェ

ミニズム意識がきわめて感覚的に表現されていることが注目される。

さらに『ベル・ジャー』において重要なのは，プラスがフェミニズム意

識を作品化する際に，支配者たる男性対服従者たる女性とし、う単純な問題

設定の枠内で男性や社会を批判する方法をとるのでなく，むしろこの図式

そのものをずらし，批判している点である。

この論文の目的は，プラスの初－中期の短編小説の数編を取り上げ，同

じ素材がし、かに処理されているかを手がかりに『ベル・ジャー』と比較を

試みることで，作家の変貌を明らかにするとともに，『ベル・ジャー』にお

いて確立された作家フ。ラスのフェミニズムの特質を考察することにある。

プラスにとって，詩と小説が互いに大きな影響を与え合ったことは確か

だが，プラスのフェミニスト詩人としての性格については従来様々な場で

研究が進められているため，ここでは敢えて詩には触れず，小説作品に焦

点を当てたい。

プラスが 2作品以上の小説の中で用いた素材の代表的なものとして，

1 .ヒロインがサナトリウムにボーイフレンドを見舞うエピソード， 2.

ヒロインが出産の現場に立会うエピソード， 3. ヒロインが精神病院に収

容されるエピソード，の 3つがあげられる。これらは互いに密接に関係し

ているが，ここでは便宜上，項目ごとに切り離し，それぞれについて短編

小説と『ベル・ジャー』を比較する。

1 .ヒロインがサナトリウムにボーイフレンドを

見舞うエピソード

これが初めて描かれたのは，プラス初期の小品，「山あいのサナトリウ

ムにてJ（“In the Mountains”， 1954)4）である。主人公イソベル (Isobel）の

ボーイフレンドの医学生，オースティン（Austin）は肺結核を患い，山あ
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いのサナトリウムで療養生活を送っている。イソベルはそこに見舞いに行

くのだが，気持は既に彼から離れている。彼に夢中だった以前とは「何も

かも変わってしまった」 （JP168）のだ。

このエピソードは，ほぼそのまま『ベル・ジャー』第8章で繰り返され

る。主人公エスター（Esther）がバディ・ウィラード（BuddyWillard）を

サナトリウムに見舞う場面である。人物や状況の設定はかなり似通ってお

り，主人公が求婚される展開も重なり合う。ところが，「山あいのサナトリ

ウムにてj と『ベル・ジャー』の相当箇所を読み比べると，心理描写が格

段に綴密になったことを考慮に入れても，読者は 2作品の大きな隔たりに

驚くだろう。

隔たりを生んだ主な原因は，ボーイフレンドの人物造型の差にある。

「山あいのサナトリウムにて」のオースティンは，自信たっぷりの優秀な

医学生で，社会の規則を努子定規に守っていくタイプの男性である。例え

ば，行きのパスの中で彼がイソベルに面会等のサナトリウムの規則のいく

つかを教える場面があるが，ここで彼が「規則に適っている」か否かを重

視していることが読みとれる。「サナトリウムの規則なんて理解できない

わJと反発するイソベルに「どこにでも，そこなりのシステムがあるもの

なのさ」と応じることからも，オースティンの考え方に潜む保守性が窺え

る。

また，彼は規則を重んじるが故に，「あるべき姿」にも敏感である。オー

スティンの担当医の妻は「瞳は物憂げに青く，金髪がなめらかな頬のあた

りで波打つ」 (JP172）典型的美人だが，彼に止っては「医者の妻の見本」

なのである。彼は，医者の妻はかくあるべき，とし、う固定観念を持ってお

り，自分の結婚する相手もそれに当てはまる女性でなければならない，と

信じこんでいる。オースティンからみて，イソベルはこうした彼の基準に

適う女性にすぎなかったと言えよう。

一方，『ベル・ジャー』のバディ・ウィラードは，確かにオースティンの

延長線上にいる男性であるが，作者は彼により明確な意識を与えている。

バディは，女性を個々の人格として認めるのでなく，娘・恋人・妻・母・
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主婦とし、う役割でしか見ょうとしない，当時の社会一般を代表する人物と

して描かれる。彼は，母親たちの伝統的女性観やモラルを何の疑いもなく

受け入れ，「男は未来へと放たれる矢のようなもので，女はその矢が飛び

立つ弓」という，ウィラード夫人のセリフを繰り返しては，エスターをう

んざりさせるのだ。 (BJ74) 

女性の幸せは，良き夫を見つけて良き妻・良き母になること。まともな

女性はし、し、結婚をして家庭に入り，夫に尽くし，夫や子供を通じて人生を

生きるべきである。これは，ベティ・フリーダンが『新しい女性の創造』5)

で告発し，嘆いた， 50年代アメリカ社会における女子大生の“常識”であ

り，男性中心のマスコミがっくり上げ，称揚した“社会全体の常識”で

あった。

一致，従順（conformity）が価値とされるこの社会では，女性がみずか

ら人生の目的を創り出すことは許されない。女性に与えられた役は 2つし

かない。つまり良き女性（聖母）か，さもなければ男をたぶらかす悪い女

（娼婦）かである。役をはみ出し「人間らしく生きょう」とすれば，女で

ないとみなされ，排斥された。

しかし，エスターはこうした枠に反発する。男性と同じように自由に

（現実には，男性も完全に自由だったとは言えまいが）生き方を選びとっ

て，何故いけないのだろうか。この疑問は，良き妻になるために女性をモ

ラルに縛りつける社会に対する反発にも結びつく。

「山あいのサナトリウムにてj と『ベル・ジャー』で，ヒロインがボー

イフレンド、から浮気の事実を告げられる場面がある。短編では，オース

ティンがかつて彼女に浮気の話をした時のことを思い出し，イソベルに語

る。イソベルはその時「泣いて顔をそむけたJが，それでも彼のキスを拒

まなかったので，オースティンは「またこれで元通りうまくいく」と安心

した，というのである。彼の思い出話として語られるため，イソベルの心

中が果たして彼の思惑通りだったのかは甚だ不明瞭で、ある。

パディの告白に対するエスターの反応は，非常に明快に述べられる。
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私の内で，何かが凍りついた。一一（中略）一一

我慢できないのは，バディが，私はセクシーで彼こそ純潔だという

振りをしていながら，一方でその問中，あのウェイトレスと関係し，

私を笑っていたに違いない，ということだ。 （BJ73-74) 

彼女にとって何より耐え難いのは，「女’性はただひとつ純潔な生活をし

なければならない。男性は二重生活を送ることができる」 （BJ85）という

不合理である。男性が望むからといって，何故女性は純潔に縛られなけれ

ばならないのか。ずっと夫のために純潔を守っても，もし夫がそうでない

とわかったら，どうなるのか。エスターはノ〈ディを心の中で「偽善者」と

非難する。

しかし，バディを責めるのは当たらなし、かもしれない。彼の考え方は決

して特別なものではなく，むしろ“常識”であったからだ。当時，典型的

な女性は「二重の基準を受け入れJ,5人に 4人が「夫の浮気より妻の浮気

の方が罪j と考えていたへ『ベル・ジャー』でも，この考えを信奉するの

はエスターの母親たちにとどまらない。バディの浮気にショックを受けた

エスターに，寮の上級生たちは，「男は大抵そんなものよ。…－－－責めてはだ

め」と言う。これが実は一般的な考え方だったのだ。

『ベル・ジャー』において，バディは見舞いに訪れたエスターに，こう

切り出す。

「バディ・ウィラード夫人になるってのは，どうだし、」

私は笑L、出しそうになった。一一（中略〉一一

「バディ，あなたに言わなくてはいけないことがあるの」

「わかってる」バディの口調はこわばっていた。「誰か別の男ができた

んだJ

「違うわ」
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「じゃあ，何さj

「私は誰とも結婚しないわ」 （BJ97) 

バディは，エスターの個性や人格を無視し，ただ妻としての地位を提供

する。フリーダ、ンのインタビューに「卒業式には是が非でも（婚約）指輪

をはめていないと」と答える女子大生が大多数を占めていた7)当時であれ

ば，この求婚に喜んで飛びつくのが普通だろう。ところが，エスターに

とっては，結婚は女性を役割に縛りつける伽でしかない。彼女は，バディ

個人に対する好悪の感情を考えるのでなく，結婚そのものを拒否するので

ある。「山あいのサナトリウムにて」のイソベルが，オースティンの求婚を

受け入れも斥けもできず沈黙してしまうのと対照的である。

規則を最優先し，物事はかくあるべしという考え方に捉われる人物とし

て描かれるオースティンは，確かにノくディと共通点を持つ。 しかし，バ

ディはこのオースティンの保守性をさらに押し進めて，女性を良い女性と

悪い女性に二分し，妻・母・主婦とし、う役割の枠に押し込める， 50年代ア

メリカ人の典型としての意味を持つ。エスターの反感は，バディひとりの

性格や考え方に対するものというよりも，その背後にある社会一般の“常

識”に向けられている。ここに，オースティンとバディの違いが認められ

る。

さらに『ベル・ジャー』では，エスターはパディの父親と共に， 2人で

サナトリウムのバディを見舞う設定となっている。ウィラード氏は，往

路，エスターに，ウィラード家の嫁になってくれて嬉しいという意をほの

めかす。結婚は家族の枠にはめらることであり，家族の体制の中で，女性

が個人としてでなく嫁，妻としての役割を果たすように求められているこ

とが，ここではっきりと示されていると言える。

2. ヒロインが出産の現場に立会うエピソード

女学生がボーイフレンドの医学生に伴なわれ，病院で見ず知らずの女性

が子を産む瞬間を目にするという印象的なエピソードは，先述の「山あい
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のサナトリウムにて」，その 5年後に書かれた「可愛いパイと人夫たち」

（“Sweetie Pie and the Gutter Men”， 1959)8），『ベル・ジャー』の 3作品

に現われる。

「山あいのサナトリウムにて」では，このエピソードはオースティンが

イソベルに語る回想という形をとる。「赤ん坊に息をさせようとしている

問，君は僕の手に爪を立てていた。…・・・君は一言も言わなかった。でも，

爪跡はほんのり赤く，まだ掌に残っている」 （JP174）と彼は話す。ここで

イソベルの反応はナイーヴで表面的に述べられるにすぎない。多感な女学

生が，実際に子の産まれる場を前に，驚きと動揺を必死に隠す様子が窺え

る。オースティンには，医者の妻としてふさわしい姿に映ったはずだ。

『ベル・ジャー』第 6章を見ると，エスターがパディに頼んで出産の現

場に立会ったことをみずから回想し，語っている。しかしエスターの反応

は，イソベルの驚きを大きく超えたものだ。エスターは，まず妊婦をのせ

た台を見て，「まるで何か恐ろしい拷問台のようだ」 （BJ67）と思う。これ

は注目すべき比輸である。当時，既婚の女性にとって出産は「人生で最も

喜ばしい瞬間」とみなされていた9）ことを考えあわせると，エスターの態

度が周囲にはいかに特異だったかわかる。

エスターは，バディから，妊婦は痛みを忘れる薬を飲んでいて，苦しみ

のあまりわめいている時も，本当は自分が何をしているかわからないの

だ，と聞き，次のように反応する。

いかにも男が発明しそうな薬だ，と思った。この女性はひどく苦しん

でし、る。苦しみをすっかり感じっくしているのは一目瞭然だ。さもな

ければ，こんなふうにうめきはしないだろう。それでいて，彼女は家

に帰るなり次の赤ん坊をつくりにかかる。薬のせいで，あの苦しみが

こんなに辛いものか忘れているのだから。 （BJ68) 

女性が薬によって強制的に痛みを忘れさせられ，妊娠・出産を繰り返さ

せられることに，エスターの怒りが集中する。科学という言い訳のもと

A
H
1
 

n
L
 

n
J
 

(7) 



に，女性は男性世界によって巧妙に，しかも抗し難い力で再生産（repro-

duction）の道具にされてしまった。女性の人生を左右する妊娠・出産は男

性の掌中にある。女性が家庭に押し込められ，永遠に男性の支配を受ける

構造は，こうして出来上がっているのだ。エスターに，出産が拷問のよう

に見えたのも不思議ではない。『ベル・ジャー』では，出産場面の直前に，

ヒロインが容器に収められた胎児の死体を自にするくだりが書かれ，生死

いずれも男性＝科学に繰られることが強調される。女性を男性＝科学の被

害者とみる認識は，エスターとイソベルの差を決定的なものにしている。

「可愛いパイと人夫たち」にも，ヒロインが出産の現場を見たことを回

想する場面がある。 1959年に書かれたこの短編は，内容において「山あい

のサナトリウムにて」よりも『ベル・ジャー』に似通っており，この 2作

品を橋渡しする作品と言える。

「可愛いパイと人夫たち」はマイラ（Myra）が旧友シスリー（Cicely)

を訪問する物語である。マイラは「子供が出来ると，夫婦が互いを過度に

束縛しあうことになる」 (JP340）という夫（彫刻家）の持論のため，結婚

して 5年になるのに子供がなく，親戚や知人に対して居心地の悪い思いを

している。一方のシスリーは産科医の妻におさまり， 2人の女児がし、る。

世間の評価でみれば，まさに理想的な女性の幸福だろう。この地位に満足

しきった旧友に，マイラは不快感を覚えずにはいられない。マイラは，か

つて女学生時代に医学生に伴なわれ病院で、出産の場面を見た，思い出を語る。

彼女の出産場面に対する反応はエスターの反応に近く，女性に痛みを忘れ

させる薬を考え出し，それによって次々に子を産ませようとする男性に対

して，「ひどし、」「詐欺」と怒りを表現している。ナィーヴな驚きを示して

いたイソベルとは大いに異なり，マイラの口吻には既にエスターを想起さ

せるものがある。しかし，「可愛いパイと人夫たちjでは出産場面でマイラ

の見たままに「切開Jや「大量出血」などの言葉を用いて直接に描カ通れて

いるのに比べて，『ベル・ジャー』では，エスターはこうした女t性の苦しみ

を「拷問」と捉えている。つまり『ベル・ジャー』のヒロインは，出産の

(8) 323-



場面を男性対女性の関係を表すものとして強く意識しており，この点でマ

イラとは異なるのである。

3. ヒロインが精神病院に収容されるエピソード

「沈黙」（“Tonguesof Stone”， 1955）は，神経衰弱から自殺を図ったが

生命をとりとめた少女が精神病院に収容され，インシュリン治療によって

回復するまでを描いた短編である。自殺に追い込まれる抑欝的心理や入院

生活の模様が，作者の体験に基づいて細かく語られ，『ベル・ジャー』の描

写に非常に近い。フラッシュパックを駆使して，時計の時間を故意に混乱

させる手法も，この作品で初めて意識的に試みられている。

ところが，「沈黙」と『ベル・ジャー』では，素材の用い方が大きく異

なっている。「沈黙jでは，ヒロインが神経衰弱に追い込まれて自殺しなけ

ればならなかった理由は，っきつめて問われることがない。少女が自殺を

図る直前の心理は次のように書かれる。

彼女は賢く快活な少女らしく振舞いながら，渦の縁をぐるぐる回り続

けていた。その間中，これらの毒素は体内に蓄積し…・・今にも爆発し

そうだった。「愚か者！ぺてん師！ Jと叫び声をあげて。

そして危機が訪れた。 (JP270) 

彼女をここまで追い込んだものは何だったのか。作者はこの核心に踏み

こめず，その後の状態を描くにとどまった。しかも，作者はこれをあくま

でヒロイン個人の問題として捉えている。書いた年代から考えると，作者

が作品のヒロインに対して十分な距離を保てず，自分の経験を客観視して

小説化することができなかったとみてよかろう。

インシュリン治療を受けたヒロインは，「沈黙」の結末部分で「違う感じ

がするわJと「世界を〔再び〕始める言葉」を口にする。しかし読者は，

何故「違う」のか当惑せざるを得まい。根本問題が暖昧のまま残されてい

ては解決にほど遠し、からだ。
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『ベル・ジャー』では，エスターを自殺に追いやった原因は，

conformityを強要する閉塞した社会であると捉えられる。生命をもたらさ

れる前に葬られ，小さな容器に収められた胎児は，エスター自身に他なら

ない。エスターの抱える問題は，他者との関わりを持ちえず自己規定に失

敗した一女子大生の苦悩であるとともに，個人のレベルを超えて，社会そ

のものの病弊として告発されている。女性を主婦という役割に束縛し，自

由な生き方から閉め出す社会が，ヒロインを絶望させたので、ある。

両作品で，夜中母親の寝ているベッドにヒロインがもぐり込む場面が描

かれるが，その扱い方にも差がみられる。「沈黙jでは，母親の寝姿はヒロ

インに弱さを感じさせ，「もはやサンクチュアリはなし、」 (JP271)と思い

知らせるものとなる。世の中には，自分を守ってくれる力強い保護者は存

在しない。唯一頼りにできる母親さえ，守ってくれる力はない。とはいう

ものの，ここで母親は（非力ながら）味方として描かれてる。

これに対して，『ベル・ジャー』の同じ場面では，母親は，エスターと敵

対する社会に属する存在である。母親の「豚みたいないびきJは，エス

ターを苛々させる。自分のベッドに戻って横になるが，マットレスは「墓

石のようにJ重い。「マットレスの下にいると，暗いが安全な感じがしたj

(BJ 130）という一文は，まもなく「暗く安全な」地下室で自殺を図る伏

線となっている。

『ベル・ジャー』は，ヒロインの問題を一個人のレベルでなく社会全体

の病として捉えていることを述べたが，その象徴が精神病院である。ここ

で描かれる精神病院は，外界から隔離され，自由と人間性を剥奪されて監

視の下に生きる場である。入院患者は女性ばかりで「まるで大学の寮のよ

うに」暮らしている。命令に従って温和しく振舞うことが要求され，行儀

よくしていれば褒美として「散歩特権」や「外出特権jを与えられる。規

則に逆らうと，ロボトミー（脳葉切除手術）によって感情を根こそぎ奪わ

れてしまう。ロボトミーを受けた少女は，「畏怖の思いで」見つめるエス

ターに，「気分はとてもし、し、わ。もう怒ることがなくなったの。前はいつも

怒っていたのに一一（中略）一一私はここを出たくない。ここが好きよj
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と笑顔を見せる。 （BJ204）精神病院は，社会や“常識”に疑いを抱き，あ

るいは家庭におさまりきれなくなった女t性が送り込まれ，男性の手で“正

常”な状態に戻すため治療を施される所なのだ。精神病院の女性患者を見

たエスターが人形を連想したのも当然だろう。

1960年代初頭の女性作家が描いた精神病院を「精巧な，塀で固まれた，

特に女性的な，生き残るための試験場」と捉えたのは，エレン・モアズ10)

である。モアズは『ベル・ジャー』をウルストンクラフトの『マリア』 11）の

線上に位置付けているが，的確な指摘と言える。

エレイン・ショーウォルターは『女性の病』 12）において，女性が狂気と

不可分なまでに結びつけられてきた過程をたどりながら，特に女性芸術家

にとっては，狂気は男性文化の中でみずからの創造力を生かすために支払

わねばならない代価であった，と述べている。そして，今世紀，分裂病は

女性性と狂気の文化的合成物であり，分裂病の症状そのものが女性の社会

状況を表す隠喰だと論じる。まさしくこれは『ベル・ジャー』においてプ

ラスが小説の形を与えた核心的認識であり，『ベル・ジャー』を「沈黙jの

限界を超えた新しい作品にしているものなのだ。

ここで，プラスのフェミニズム意識が『ベル・ジャー』においてどのよ

うに表現されているかに注目したい。彼女のフェミニズム意識は，政治的

あるいは社会的問題を，抽象的・理念的レベルで表現するのでなく，触

覚，嘆覚，聴覚といった感覚や，電気ショックや閃光を始めとする強烈な

刺激などのように，肉体を通して描いていることに特徴がある。電気療法

によるショック，胎児の死体の「酸っぱい匂L、」，繰り返し訴えられるヒロ

インの幅吐感は，その代表例と言える。

この社会認識と肉体感覚が揮然一体となっているのが，小説の官頭部分

である。ヒロインは「奇妙な，蒸し暑い夏J，ローゼンパーグ夫妻が電気椅

子にかけられて処刑されたことから語り始めるが，彼女の関心は，夫妻が

何をしたのか，あるし、はしなかったのかというところにはない。まして

や，死刑執行に反対するわけでもない。エスターは，こう述べる。
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私には何の関係もなかったけれど，生きながら電流をかけられて焼き

殺されるなんて，どんなものかしら，と思わずにはいられなかった。

きっと世の中で一番ひどいことに違いない，と私は思った。 （BJ1) 

ここで明らかなように，社会問題がすぐさま肉体感覚（電気椅子の与え

る強烈な刺激に対する関心）に結合している。こうした点にこそ，『ベル・

ジャー』の小説表現力の特質があると言えよう。

以上，初期の諸短編と『ベル・ジャー』について同一素材の処理方法を

比較し，プラスの小説における変化を辿った。これによって，作家が自分

の体験を繰り返し見つめ直し，社会との関わりで捉えるとともに，それに

フェミニズムという輪郭を与えていった過程が明らかになった。『ベル・

ジャー』は，プラスのこのフェミニズム意識が独自の表現を与えられて確

立した作品とみてよかろう。

プラスのフェミニズム意識が，いつどのように生じたものか，あるいは

もともとプラスの意識にあったものかを追究することは，この論文の主旨

ではないが，プラスがみずからのフェミニズム意識を形づくるうえで特に

影響を受けたものについて，簡単に触れておくと，まずスミス女子大時代

にマーガレット・ミードの『男性と女性』 ωを読み，感銘を覚えたことが

あげられる。男女の役割は社会のしくみの中で決められたものにすぎず，

自然発生的なものではない，女性にも現在と違う生き方が可能である，と

するミードの主張は，プラスの共感を得たらしく，プラスは日記に女性が

役割に縛られることへの反発を繰り返し述べている。プラスは結婚後，良

き妻・良き主婦たろうと努力した凶が，意識の奥底には，ミード的平等の

発想が根ざしていたと思われる。

さらに，精神分析医との数年に及ぶ対話の中で，母への怒りを目覚し，

夫への，父への，男’性一般への憎しみを告白しているプラスの日記から

は，男女間の不公平に憤る姿が浮かび上がるl町。結婚後の病院勤めによっ
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て，様々な女性たちの悩みと狂気を見聞したことが，自分の体験を客観視

するのに役立った，とし、う作家本人の自己分析16）も手がかりになろう。

もちろん，マキシン・クーミン（MaxineKumin），エイドリアン・リッ

チ（AdrienneRich），アン・セクストン（AnneSexton）らフェミニスト

詩人の活躍にプラスが強く刺激を受けたことlぺまた社会の側にもこうし

た作品の受け皿が出来始めていたことも，見逃すべきではない。

さて，プラスのフェミニズム意識は，ショーウォルターの論じるフェミ

ニズム，すなわち男性を支配者，女性を服従者として捉えて問題を設定

し，この枠の中で女性が男性あるいは社会に反抗する，という形をとる

フェミニズムに近い，とみることもできる。

しかしながら，作品として考えると，『ベル・ジャー』には，単純なフェ

ミニズムという枠におさまりきらないものがあることに注目しなければな

らない。

男性を支配者，女性を服従者とする図式を提出し，フェミニズム文学は

男性に反抗する女性を描くものとしたショーウォルターの単純な二元論と

異なり，『ベル・ジャー』の主人公が反抗しているのは，男性対女性という

問題設定そのものではないだろうか。

エスターが体験する電気ショック療法について考えよう。既に引用した

ショーウォルターの『女性の病』では， 50年代の分裂病治療に一般的に用

いられていた，インシュリンショック，電気ショック，ロボトミーの 3種

類の治療法の説明にもページが割かれている。いずれの場合も患者は女性

が多数を占め，このことからショーウォルターはこれらの治療法を女性の

主体性を奪うもの，すなわち女性を“女性化（feminize）”するものとして

捉えている。なかでも， 1940-50年代に分裂病の治療法として広く支持さ

れた電気ショックは，女性患者の精神的自立を不可能にし，彼女たちを男

性の庇護を必要とする従順な女性に“更生”させるものであり，ここにこ

そ男性と女性を支配者と服従者の関係でみる考え方が認められる，と

ショーウォルターは言うのである。
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それゆえ，彼女の論に従うならば，電気ショック療法を嫌悪し，拒むエ

スターは， “女性化”されることへの反抗を示していることになろう。

『ベル・ジャー』の官頭部分をここでもう一度見てみると，出だしの一

文に登場するローゼンパーグ夫妻の電気椅子による処刑が，のちにエス

ターの拒否する電気ショック療法の伏線となっていることは明らかである。

官頭に語られる電気椅子による処刑は，電気ショック療法のもたらすもの

が死に他ならないことを暗示している。電気ショック療法による治療の目

的は，患者を社会に同化させること，すなわち女性を“女性化”すること

だが，これはとりも直さず，女性にとっての死を意味するのである。

しかし，『ベル・ジャー』において，電気ショック療法に，男性の暴力を

受ける女性というショーウォルター的図式を当てはめることには疑問が残

る。『ベル・ジャーJにおけるエスターは，ショーウォルターの電気ショッ

ク療法批判を体現する人物としては描かれていないのだ。

まず第 lにあげられるのは，エスターは実際に電気ショック療法を受け

ている点である。初めはこの療法を嫌悪していたが， 2固めには医師にそ

の場を離れないと約束させると「旧友のように」握手し，腕を組んで電気

ショック治療室に向かうのだ。電気ショック療法を，男性が女性の主体性

を奪うものと決めつけ否定するショーウォルターとは対照的と言える。

第2点は，電気ショック療法がエスターに対して全く無力であったとい

うことだ。エスターは電気ショック療法を受けたが主体4性を奪われること

も“女性化”されることもなかった。それどころか，彼女はこの治療に

よって再生の気分を味わうのである。 2固めの電気ショック療法から目覚

めた時，エスターは「ドアを抜けて新鮮な，澄みきった青空の下へ導かれ

た」 （BJ227）と語っている。エスターは，こう続ける。

熱も恐れも，一切が浄められた。驚くほど平和な感じだ。あの〔私を

閉じこめ窒息させていた〕ベル・ジャ＿ 18）は，いまや頭上 2-3

フィートのあたりまで吊り上げられた。とても風通しがよくなって，

私の前には新しい空気が澱みなく流れていた。 （BJ227) 
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“女性化”＝死をもたらすはずの電気ショック療法は，むしろエスター

を「新しい空気」に導くものであったのだ。

ヒロインが電気ショック療法を受ける場面は「ジョニーパニックと夢の

聖書J（“Johnny Panic and the Bible of Dreams”， 1958）にも登場する。

この短編のヒロインは，病院で患者の夢や不満を記録するのが仕事だが，

彼女は「ジョニーパニック」なる「夢の造り主jを信奉し，彼が人々を通

してあらわす夢を言葉にして再生させることこそ「本当の天職」と考えて

いる。電気ショックは，こっそりと夜中に病院に居残って患者のみた夢を

記録した古いファイルを読み耽っていたことに対する罰として，ヒロイン

に与えられる。ヒロインが自分の「ジョニーパニックその人の秘書」とし

ての仕事に「芸術」という言葉を用いているところから，このヒロインを

女性芸術家のシンボルとみて，ギルパートやガパー的に読む19）こともでき

る。しかし，電気ショック療法を受けるその瞬間に物語が結ぼれるため，

療法のもたらすものが何かは示されない。『ベル・ジャー』における電気

ショック療法ほど明確な意味づけはなされていないのである。

電気ショック療法が『ベル・ジャー』でエスターを新しい空気に導いた

ことは，しかし，エスターの病が治癒し，彼女が“更生”して社会に復帰

できるようになったことを意味するものではない。彼女の考えに根本的な

変化は何も見られない。自分の言いなりにさせようとする女性ばかりにつ

きまとわれるなんて，と憤慨するエスターは，子供を産み育て，良き母親

として生きることを相変わらず拒否する。彼女はこう語る。

私のまわりの女’性たちにとっては，子供を産むことなどいとも簡単な

ことなのだ。一一（中略）一ーもし私が一日中子供の世話をしなけれ

ばならないなら，きっと頭がおかしくなってしまうだろう。 （BJ234) 

しかも，彼女は性急なまでに virginityを捨てようとし，行きずりの数学

者を誘惑して一夜を共にすることで，「女性は結婚するまでは純潔でいな
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ければならなし、」とする社会のモラルに敢然と反抗するのである。そして

過去を振り返って，「〔起こったことの〕ひとつひとつが私を形づくるもの

なのだ。すべてが私の風景なのだJ(BJ 250）と述べ，過去の自分も現在の

自分もすべてそのまま受け入れる姿勢を表白している。

つまり，エスターは，ショーウォルターが否定する男性の暴力である電

気ショック療法を実際に受け入れ，死＝“女性化”を受け入れる身振りを

示しつつ，遂に“更生”とは異なる“再生”を（瞬間的にではあるが）手

にするのである。これはつまり，男性原理にあからさまに対立するのでな

く，それに同化しながら，男性対女性という問題設定そのものの“外”に

出るということを意味している。比町議的に言うならば，エスターは「ベル

・ジャー」の空気の中から，外に出て新しい空気に触れることを希求して

いたのである。

しかしながら，エスターが電気ショック療法を逆手に取る形で手に入れ

たこの「平和な感じjは，安定した永続的なものでは決してない。エス

ター自身，「確信はなかった。確信など，少しも持てなかった。この先，大

学で，それともヨーロッパかどこかで，いつかあのベル・ジャーがまたか

ぶさってきて，世の中を歪め，私を窒息させることがない，とそんなこと

がどうして言えようかJ(BJ 254）と述べているように，これは，いつまた

元の“歪め”られた世界に引き戻されるかも知れない，きわめて危うい

“平和”である。だが，たとえ危うく一時的なものとはいえ，エスターは

電気ショック療法を利用することで「青空の下へ導かれたj ような再生の

気分を味わったのである。ショーウォルターが非難し，否定した電気

ショック療法を，エスターが結果的に利用して再生の気分を味わったこと

は，男性対女性というショーウォルターの二元論そのものから一一病を引

きおこした二項対立の問題設定の枠から一一，エスターが抜け出したこと

を意味している。

みずからを苦しめ，狂気に至らしめた男性対女性の二項対立の窒息状態

から，ヒロインを，一瞬のこととはいえ新鮮な空気が流れる二元論の

“外”に脱出させた点は，『ベル・ジャー』の重要な特質である。プラスは
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『ベル・ジャー』において，ショーウォルター的フェミニズムをずらすこ

とで，新たなフェミニズム小説の可能性を示したと言えるだろう。
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